☆　裁判記録閲覧報告（日本聖公会司祭）

過日、奈良地裁葛城支局を訪れました。遠路ゆえ午後１時ようやく到着、

前日に申し込んでおいたので早速閲覧出来ました。帰路のため午後４時３０分に退室した

ので、所要３時間３０分。膨大な記録を読了することは不可能、飛び越し読みでした

が要点は読了できました。

１、村岡レポ－ト、及び堀江メ－ルで言及、引用されている裁判記録の箇所は、いず

れも原文と相違ないことを　　確認しました。

２、堀江メ－ルで言及されている裁判記録は、かなり抑制されたものであることを確

認しました。（原文には詳細な行為の陳述と絵図あり）

３、かって堀江メ－ルで現場の教会委員が「教会の礼拝堂、祭壇の再聖別をしてほしい」 

と記しておられましたが、礼拝堂、祭壇横、信徒の食事するテ－ブル上での詳細な

陳述と絵図を見て、心情的に理解できました。

４、有罪判決は主として以下の３点が有力な証拠となっていました。

イ、数年におよぶ行為の陳述が当事者でないと述べられないほど具体的である。

ロ、２００１年、救急病院にかけつけた加害司祭が土下座して父親に赦罪したこと

（病院関係者の目撃証言あり）

ハ、２００１年に加害司祭が送付した、被害女性及び父親にあてた長文の赦罪手紙（全文

のコピ－あり）

【京都教区セクハラ防止委員会に望むこと】

足元で泣いておられる女性と家族の心の癒しと平安と信仰の交わりの回復のため、今

後ともご努力をお願いいたします。万一裁判記録を閲覧されていない委員の方がおら

れましたら、ぜひとも閲覧をお願いいたします。防止のための数多くの学びができま

すし、防止の原点とヒントが記録のなかから読み取れます。（聖公会一司祭）
